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公
共
施
設

未
来

の

え
、
冷
暖
房
設
備
や
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
不
備
な
ど
、

時
代
と
と
も
に
、
多
様
化
し

て
い
る
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
て
い
な
い
施
設
も
あ

り
ま
す
。

　

市
営
住
宅
や
学
校
施
設

を
含
む
市
の
公
共
施
設
は
、

２
８
３
施
設
９
７
０
棟
あ

り
、
総
延
床
面
積
は
約
27
・

３
万
平
方
㍍
。
人
口
１
人
当

た
り
の
保
有
量
は
、
６
・
21

平
方
㍍
で
す
。
こ
れ
は
全
国

平
均
の
約
１
・
９
倍
。
つ
ま

り
、
小
林
市
が
保
有
し
て
い

る
公
共
施
設
は
、
そ
の
多
く

が
築
年
数
が
古
く
、
保
有
量

（
＝
総
延
床
面
積
）
も
全
国

平
均
を
大
き
く
上
回
る
と
い

う
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

市
の
公
共
施
設
を
こ
れ
ま

で
ど
お
り
の
大
き
さ
や
数
で

維
持
し
よ
う
と
す
る
と
、
利

用
時
の
安
全
性
や
、
機
能
性

を
確
保
す
る
た
め
に
建
て
替

え
、
大
規
模
な
改
修
な
ど
が

必
要
と
な
り
、
今
後
40
年
間

で
約
９
５
０
億
円
の
費
用
が

か
か
る
こ
と
が
試
算
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
単
純
に
年
平
均
に

す
る
と
、
1
年
あ
た
り
の
施

設
整
備
に
か
か
る
費
用
は

23
・
８
億
円
と
な
り
、
市
の

財
政
状
況
を
考
え
る
と
非
常

に
厳
し
い
額
と
な
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
今
後
人
口
減
少

（
図
２
参
照
）
や
、
社
会
保

障
費
が
増
加
す
る
こ
と
な
ど

も
予
測
さ
れ
る
た
め
、
公
共

施
設
の
維
持
管
理
に
充
て
る

財
源
確
保
は
、
今
後
更
に
厳

し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
公
共

施
設
の
維
持
に
限
界
が
近
づ

く
状
況
下
で
、
公
共
施
設
の

管
理
に
対
す
る
考
え
方
を
大

き
く
変
え
て
い
く
必
要
性
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

高
度
経
済
成
長
期
の
昭
和

30
年
～
50
年
代
、
人
口
増
加

や
都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、

全
国
の
自
治
体
で
公
共
施
設

や
イ
ン
フ
ラ
が
一
斉
に
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
小
林
市
に
お

い
て
も
同
様
で
、
公
共
施
設

の
半
数
以
上
が
、
築
30
年
を

経
過
。
今
後
、
施
設
の
老
朽

化
が
一
斉
に
進
み
、
建
て
替

え
や
大
規
模
な
改
修
を
必
要

と
す
る
時
期
が
集
中
し
て

や
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
築
年
数
の
古
い

施
設
で
は
、
老
朽
化
に
加

全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
る
公
共
施
設
保
有
量

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の

維
持
管
理
は
難
し
い

　過去、急激な人口の増加に対応するため各地で一斉に建設さ
れた公共施設。老朽化や増大する維持管理費、変化していく利
用者ニーズに対応できないなど、これらは全国的な課題となっ
ています。今月号では、市の公共施設について現状と課題を探
り、これからの公共施設管理について考えます。

―
な
ぜ
、
今
、
複
合
型
新
体
育
館
構
想
な
の
か
？
―

　[ 特集 ]

図２ 図１

市
公
共
施
設
の
半
数
が

築
30
年
以
上
を
経
過

単純計算で１人あたり、年間４万５千円
の負担増が見込まれます

市民１人当たりの公共施設延べ床面積は、
6.21 平方㍍で全国平均の約 1.9 倍です。

　今ある公共施設をこれまでど
おり維持していくことは非常に
難しい状況です。
　市では、次の２つの方針をも
とに公共施設を適切に管理して
いきます。

１ ２

老朽化が進む公共施設 ( 写真は勤労青少年ホーム )

36.5 ㌫

16.1 ㌫29.9 ㌫

17.5 ㌫

保有施設（延床面積ベース）　築年数別割合

●問＝管財課　℡ 23‐0222

年齢３区分別人口の推移と将来推計

出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 将来人口推計、小林市資料、宮崎県資料

全国平均を大きく上回る公共施設保有量

施設管理費用の推移予測

ここまでのまとめ

公共施設の多くが今後一斉
に更新・改修時期を迎える

全国平均を大きく上回る施
設保有量で財政を圧迫

人口減少と社会保障費の増
加で財源の確保が厳しい
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！

今後 40 年
年間平均費用

過去３年
年間平均費用

約 1.9 倍

全国平均 小林市
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施設の 52.6％が築 30 年以上
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施設の長寿命化 施設の適正配置
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縮
充

面
積
は
縮
小
さ
せ
つ
つ
も

充
実
し
た
機
能
を
持
た
せ
る

今
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

　これまで別々にあった機能を１つの建物にまとめる
ことを「複合化」といいます。

体育館 + 健康づくり + 子
育て支援 + 避難所の機能
を持った複合施設

＝

長寿命化の推進

③耐震化の実施

②安全確保の実施

「事後保全型」から「計画保全型」の管理へ

　

公
共
施
設
の
老
朽
化
や
、

人
口
減
少
、
社
会
ニ
ー
ズ
の

変
化
な
ど
、
多
様
な
課
題
を

抱
え
て
い
る
中
で
も
、
公
共

施
設
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
の
質
は
確
保
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

市
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
踏
ま
え
、
公
共
施
設
を
計

画
的
に
保
全
し
、
よ
り
長
く

使
用
す
る
「
長
寿
命
化
」
の

推
進
と
、
複
合
化
・
集
約
化
・

統
合
・
転
用
・
廃
止
な
ど
に

よ
る
「
適
正
配
置
」
の
推
進

で
整
備
費
用
の
縮
減
を
図
る

方
針
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
そ
の
方
針
に
基
づ

き
新
し
い
公
共
施
設
整
備
の

形
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
機

能
・
子
育
て
支
援
機
能
・
避

難
所
機
能
を
備
え
た
複
合
型

の
新
体
育
館
「
健
幸
の
ま
ち

づ
く
り
拠
点
施
設
」
の
建
設

を
計
画
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
築
48
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
進
む
市

民
体
育
館
の
整
備
に
合
わ
せ

て
、
近
い
将
来
に
老
朽
化
対

策
で
整
備
が
必
要
と
な
る
施

設
を
一
つ
の
施
設
と
し
て
同

時
に
更
新
す
る
「
複
合
化
」

の
手
法
を
使
う
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
を
単
体
で
整

備
す
る
よ
り
も
費
用
の
縮
減

を
図
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

複
合
化
す
る
の
は
、
い
ず

れ
も
築
30
年
か
ら
80
年
程
度

経
過
し
た
「
市
民
体
育
館
」、

「
中
央
地
区
体
育
館
」、「
新

別
館
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）」、

「
み
ど
り
会
館
」、「
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
」。
こ
れ
ら
５

つ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
使
用
目
的

が
違
う
施
設
で
す
。

　

使
用
目
的
の
異
な
る
施
設

を
複
合
化
し
、
一
つ
の
施
設

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
で
、

５
施
設
の
総
延
床
面
積
が
整

備
前
よ
り
も
縮
小
さ
れ
、
整

備
費
用
が
縮
減
さ
れ
ま
す
。

　

加
え
て
、
多
機
能
で
幅
広

い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
設

と
な
り
、
利
用
率
が
向
上

し
、
幅
広
い
年
齢
層
の
新
た

な
活
動
や
交
流
機
会
の
創
出

に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
よ
う
に
施

設
の
規
模
は
縮
小
さ
せ
つ
つ

も
、
機
能
性
を
充
実
さ
せ
る

「
縮
充
」
を
積
極
的
に
図
っ

て
い
く
こ
と
を
基
本
に
、
将

来
の
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
相
乗
効
果

を
生
む
施
設
の
複
合
化

縮
充
で
質
の
高
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て

複
合
型
体
育
館
の
整
備

で
経
費
を
縮
減

施
設
管
理
の
方
針
は

長
寿
命
化
と
適
正
配
置

現状に合った「施設の面積や機能」へ見直す

①点検・診断の実施

同じ利用目的
の複数の施設
を１か所の施
設に集約

利用されてい
ない施設、危
険施設を取り
壊す

小林市みどり会館　1935 年完成（築 87 年）

小林市市民体育館　1974 年完成（築 48 年）

中央地区体育館
1958 年完成（築 64 年）

勤労青少年ホーム
1973 年完成（築 49 年）

新別館 ( 保健センター ) 1991 年完成（築 31 年）

・機能集約で利便性向上
・施設量の圧縮でコスト減
・世代間交流の促進　など

複合化のメリット

基本方針２ 基本方針１

施設の適正配置

　これまでの老朽化が著しく進んでから膨大
な改修費用を投じていた「事後保全型」の管
理から、経年劣化で機能・性能の低下が進む
前に予防的に保全していく「計画保全型」の
管理に移行し、施設をより長く大切に使って
いく「長寿命化」を図ります。

複合化５
私たちの公共施設を長く大切に使っていくために１

計画保全の主な取り組み２

集約１ 廃止２

規模縮小３ 転用４

一部取り壊し
や建て替え時
には規模を縮
小する

利用度の低い
施設をニーズ
に合った利用
目的に変更し
て有効活用す
る

新体育館の方法

複合化

日頃から不具合・異変がないか、これまで
以上に継続して、小まめな点検を行います。

点検で明らかになった修繕箇所は早期に修
繕し、危険箇所では立入禁止などの処理を
行い安全確保を第一に応急処置をします。

「建築物耐震改修促進計画」に基づき耐震
診断、耐震改修を進めます。

新体育館建設予定地の総合運動公園周辺

公共施設は市民みんなの財産です。どのような施設、どのような
サービスが必要か、ご意見、ご感想をお待ちしております。

複合化して、総合
運動公園内に建設


